
ＳＩＰの一環として政府が取り組んでいる『自動運転実証実験』。2020年までの社会実装を目指し選定された全国の道の駅13箇
所で順次実証実験を行うものです。その実験拠点として、北海道で唯一 大樹町の道の駅『コスモール大樹』が選ばれ、12月10
日～12月16日にかけて実証実験が行われました。今回はその様子をお知らせします！ 

●SIPとは？？ 

戦略的イノベーション創造プログラム。
府省・分野の枠を超えた横断型のプ
ログラムで、科学技術イノベーション
総合戦略及び日本再興戦略におい
て、総合科学技術会議が司令塔機能
を発揮し、科学技術イノベーションを
実現するため創設したものです。 

は じ め に・・ 

●自動運転って？？ 

運転手がハンドルを操作しなくても、機
械が人間の代わりに自動で運転するシ
ステム。今回実験で使用された車両は
GPSと磁気マーカ及びジャイロセンサー

により自車位置を特定して、既定の
ルートを自動で走行するシステムです。 

●期待される効果 

食料供給に貢献し、観光等の多面的、
公益機能を提供する｢生産空間｣に人が
住み続けられる環境づくりのために、生
活の脚の確保や、輸送効率化、観光客
のスムーズな移動などの観点から、自
動運転が大きく貢献する可能性がありま
す。 

実 験 概 要 今回はピンクと赤のルートをレベル２・レベル４に
て走行します。 

冬道での自動運転実験は道内初の試みです！ 

現 地 レ ポ ー ト 

  12/10 
 ①開始式ﾃｰﾌﾟｶｯﾄの様子 
 ②実験開始式の様子 
          （屋内式典）                
 ③来賓を乗せて発車する 
        第1走目のバス 
  12/14 
 ④・⑤ 
   レベル４（運転席に運転手 
 が居ない状態） 
 で走行する様子 
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